
1 
 

 厚生労働科学研究費補助金（第3次対がん総合戦略研究事業） 
分担研究報告書 

高精度放射線治療の物理的評価に係る研究 
研究分担者 小泉 雅彦 大阪大学大学院 医用物理学 教授 

 

 

Ａ．研究目的 
 本研究班における、訪問調査で得られた

各施設の物理的評価・解析に関する実態に

ついて検討する。高精度治療に対し、特に

各施設の物理的評価について構造的要因

を考察し、今後の方向性を考える上での一

助とする。 

 
Ｂ．研究方法 
 今回、物理的評価・解析の従事者、スタ

ッフについて取り上げた。アンケート調査

を通じて入手したデータのうち、医学物理

士、品質管理士の実態について解析した。

アンケートは平成 24 年 4 月に JASTRO 
-gram にて公告し、7 月に再掲、10 月に未

解答施設に郵送した。 
解析項目は以下である。構成スタッフ項

目として、物理士/品質管理士の有無、技

師業務兼務、スタッフ間カンファの有無・

参加スタッフ・頻度、品質管理体制として、

品質管理項目の明文化、実施記録の保管、

治療装置および計画装置の品質管理の頻

度の高い職種、リニアック転送ﾃﾞｰﾀ

（Gantry 角、線質など）の確認、MU 値

のダブルチェックの有無と有の場合のチ

ェックの仕方、計画後から治療開始までの

日数、IMRT 患者毎の QA 実施の主な時間

帯。 
（倫理面への配慮） 
臨床研究としては、実態調査の自発的な

アンケート集計である。治療内容などへ介

入は存在しない。調査項目には患者の個人

的な同意は得ていないが、包括的データ利

用を可能にした各調査施設内の取り決め

に則った。 
倫理面に関する個人情報への扱いは最

大限配慮した。氏名や生年月日、年齢，施

設名の表示を有する調査項目はなし。 

 
Ｃ．研究結果  
 調査対象とした789施設のうち、490施
設（Web237施設、郵送253施設）から回

答があった。回答率は62.1%であった。い。 
 構成スタッフ項目：物理士/品質管理士

の有64.9%無35.1%。技師業務を実質上兼

務66.1％、時に兼務有15.4%、原則無18.5％。

治療スタッフ間カンファ有66.8%無33.2%。

カンファ参加は医師92%、技師95%、物理
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士/品質管理士64%、看護師78%。カンファ

頻度は週単位62.0%、毎日14.7%、月単位

15.3%。 
品質管理体制項目：品質管理項目の明文

化有75.4%無22.5%、実施記録の保管有

97.5%、無2.1%。治療装置および計画装置

の品質管理の頻度の高い職種として技師

58.8%品質管理士26.5%医学物理士14.8％。

リニアック転送設定データ（Gantry角、

線質など）の確認ダブルチェック87.1%1
人12.1%無0.8%。治療計画装置で計算した

MU値のダブルチェック有90.3%無9.7%。

有の場合のチェック別ソフト手計算

81.8%ファントム等での実測46.0%。計画

後から治療開始までの日数として脳・頭頸

部・前立腺いずれも4日間。IMRT患者毎

のQA実施の主な時間帯として業務時間内

27.1%、時間外62.9%。 

 
Ｄ． 考察 
 構成スタッフは物理士/品質管理士が2/3
で勤務しており普及したことが分かる。依

然、技師業務兼務が実質2/3、臨時も合わ

せ8割と多い。 
治療スタッフ間のカンファは2/3で実施

され、全職種がよく参加している実態であ

った。相互のコミュニケーション促進に好

ましい。その頻度も週単位、毎日で3/4と
頻繁に実施されており好ましい。 
品質管理体制として品質管理項目の明

文化も3/4、実施記録保管はほぼ全施設で

なされ重要視されていることが分かる。治

療/計画装置の品質管理の頻度の高い職種

は依然技師が6割と多く、品質管理士や医

学物理士が普及してきているとはいえ、割

合からは依然少数であった。リニアック転

送設定データの確認はダブルチェックが9
割なされ好ましいが、1人で行っている施

設も1割強あった。MU値のダブルチェッ

クも9割と大半だが、無しもやはり1割あっ

た。これらは全施設でダブルチェックを実

施すべきである。MU値ダブルチェック有

の場合のチェックは別ソフト手計算8割と

多く、ファントム等での実測までしている

施設も5割強に上った。 
計画後から治療開始までの日数は4日間

で合理的であろう。IMRT患者毎のQA実施

の主な時間帯は依然時間外で6割強と多く、

残業が余儀なくされる多忙な実態が見ら

れた。 
 今回は言及できなかったが、品質管理項

目の頻度とその検証方法などについても、

今後の考察が必要であろう。 

 
Ｅ． 結論 
 全体として、回答率も不良でなく、多施

設の実態調査として十分な結果が得られ

た。高度放射線治療の担い手としての品質

管理・治療計画実施者が物理士/品質管理

士が増えて、体制も充実している実態が分

かった。しかし、その施設毎の違い・格差

は依然があり、また勤務時間の繁忙さは常

態化していた。 
 今回のアンケート調査を踏まえ、スタッ

フの構造的要因をさらに継続的詳細に追

跡していく必要がある。今後、高精度放射

線治療体制のための構造構築への提言を

していくことが重要である。 
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